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「第５次福岡市子ども総合計画」実施状況の点検・評価について 

 
１ 点検・評価の考え方（計画に記載している事項） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実施方法 

(1) 点検・評価を行う項目 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

(2) 点検・評価の流れ 

   ① 年度終了後、市において、施策ごとに事業の実績を取りまとめ、進捗状況の自己

評価を行う。(自己評価は「順調」「おおむね順調」「やや遅れている」「遅れている」の４段階で実施） 

   ② 審議会において、①についての評価等を行う。 

   ③ ①及び②の結果を市ホームページで公表する。 

前年度 当年度 翌年度 
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７ 計画の推進 

(2) 実施状況の点検・評価 

 毎年度、この計画に基づく施策の実施状況などを取りまとめ、「福岡市こど

も・子育て審議会」に報告し、同審議会において点検・評価を行います。審議

会に報告した内容及び審議の内容、点検・評価の結果は、市のホームページに

掲載し、公表します。（以下略）     (「第５次福岡市子ども総合計画」13ページ） 
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※令和 2年 11 月 27 日福岡市こども・子育て審議会において決定 

ページ 

ページ 

(「第５次福岡市子ども総合計画」目次）
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(3) 点検・評価の視点 

各施策（１～15）に関連する成果指標、事業目標に対する施策の進捗状況などを踏ま

え、下記の視点で点検・評価を行う。 

順調 目標を十分に達成しており、このまま施策を継続していくことが適当 

おおむね順調 
施策の進捗状況に課題はあるものの、目標をある程度達成しており、 

課題に留意しながら施策を継続していくことが適当 

やや遅れている 
目標達成に向けた施策の進捗が不十分であり、目標達成に必要な方策

について検討が必要 

遅れている 目標達成に向けて施策が進捗しておらず、方策の見直しが必要 

  

 


